
は
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
扱
い
と
し
て
、
Ｎ

95
マ
ス
ク
の
常
時
着
用
を
義
務
づ
け
た
。

医
療
従
事
者
が
機
器
を
操
作
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
す
る
た
び
に
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
防
護
服（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）

を
着
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
患

者
に
薬
剤
を
投
与
す
る
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン

プ
を
調
整
す
る
場
面
が
そ
う
だ
。
薬
剤

は
鎮
静
薬
、
鎮
痛
薬
、
筋
弛
緩
薬
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
流
量
速
度
な
ど
を
調

節
す
る
た
め
、
機
器
の
操
作
を
患
者
１

人
当
た
り
20
〜
30
回
程
度
行
う
が
、
そ

の
た
び
に
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
着
脱
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
集
中

治
療
科
の
岡
本
竜
哉
診
療
科
長
は「（
医

操
作
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
試
作
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
た
。開
発
の
土
台
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
図
面
作
成
か
ら
半
年

ほ
ど
で
試
作
機
が
で
き
あ
が
っ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
専
用
架
台
の
中
央
に
設

置
し
、
最
大
６
台
の
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ

の
操
作
が
可
能
。
ア
ー
ム
部
分
が
シ
リ

ン
ジ
ポ
ン
プ
の
３
種
類
の
ボ
タ
ン（「
開

始
」「
停
止
」「
早
送
り
」）に
接
近
す
る

動
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
入

力
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
医
療
従

事
者
は
パ
ソ
コ
ン
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
作

を
確
認
し
な
が
ら
、
手
元
の
ゲ
ー
ム
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
す
る
だ
け
だ
。

岡
本
診
療
科
長
は「
若
い
研
修
医
は
説

明
を
受
け
な
く
て
も
使
い
こ
な
し
て
い

ま
し
た
。
操
作
し
や
す
い
点
は
大
き
な

し
た
」と
振
り
返
る
。

マ
ッ
チ
ン
グ
会
が
開
発
の
契
機 

半
年
ほ
ど
で
試
作
機
が
完
成

シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
の
操
作
を
病
室
外

か
ら
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
か
─
─
。
そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

ん
だ
岡
本
診
療
科
長
は
、
医
療
現
場
で

必
要
と
さ
れ
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
共
同
開
発
を
テ
ー
マ
に
定
期
開
催
し

て
い
た「
医
工
連
携
臨
床
ニ
ー
ズ
・
マ
ッ

チ
ン
グ
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）」で
企
業
側

に
打
診
し
た
。
20
年
６
月
の
こ
と
だ
。

提
案
に
応
え
た
の
が
大
成
建
設
株
式
会

社
。
同
社
は
、
工
場
な
ど
の
生
産
施
設

向
け
に
開
発
を
進
め
て
き
た
既
存
技
術

を
活
か
し
、
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
を
遠
隔

頻
繁
に
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
調
整 

操
作
の
た
び
に
多
大
な
ス
ト
レ
ス

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

患
者
が
確
認
さ
れ
た
当
初
、
国
立
研
究

開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
）は
感
染
症
専
用

病
棟（
新
感
染
症
病
棟
）を
使
用
し
て

い
た
が
、
患
者
が
急
増
し
た
２
０
２
０

年
４
月
以
降
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
10
床
）で
の

対
応
に
切
り
替
え
た
。
全
個
室
床
６
床

を
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
専
用
と
し
、
残
る

オ
ー
プ
ン
床
４
床
を
準
備
室
と
し
て
活

用
。
準
備
室
を
含
む
病
室
外
の
エ
リ
ア

新型コロナウイルス感染症との闘いが始まっ
てから３年あまり。この間、新型コロナと対
峙する医療従事者の負担を軽減するため、
医工連携によるさまざまな取り組みが生ま
れた。国立研究開発法人国立国際医療研究
センター（NCGM）と大成建設株式会社が
共同開発した、集中治療室（ICU）向け医療
機器遠隔操作ロボットもその1つだ。

医
工
連
携
で
労
働
環
境
改
善

感
染
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
抑
制
へ

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

第
９
回
Ｉ
Ｃ
Ｕ
向
け
医
療
機
器
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト

ＩＣＴ、ＡＩ、ＩｏＴなどデジタル化が急速に進む医療現場。「デジタルヘルス」の
最新動向にスポットをあてながら、今後を展望する。

時
数
人
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
感
染
区
域

に
い
る
状
況
と
な
っ
た
。
個
室
対
応
か

ら
オ
ー
プ
ン
床
対
応
に
変
わ
っ
た
結
果
、

病
室
外
か
ら
遠
隔
操
作
す
る
必
要
は
な

く
な
り
、
試
作
機
は
結
局
、
実
際
に
は

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
岡
本
診
療
科
長
に
よ
る
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
以
外
で
も
ロ
ボ
ッ

ト
の
使
い
道
は
あ
る
と
い
う
。
た
と
え

ば
、
▽
放
射
線
治
療
室
で
の
照
射
エ
リ

ア
に
い
る
患
者
に
対
す
る
医
療
機
器
の

遠
隔
操
作
、
▽
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

一
類
感
染
症
を
扱
う
病
棟
に
お
け
る
感

染
区
域
の
医
療
機
器
の
遠
隔
操
作
、
▽

複
数
の
手
術
室
に
あ
る
医
療
機
器
の
操

作
な
ど
、
手
術
麻
酔
の
遠
隔
管
理
─
─

な
ど
を
挙
げ
る
。

岡
本
診
療
科
長
は「
多
く
の
医
療
従

事
者
が
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
着
用
し
て
の
作
業
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
し
た
が
、
人
の
手

を
借
り
て
着
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
、
や
は
り
大
変
で
す
。
働
き
方
改

革
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
遠
隔
ロ
ボ
ッ

ト
の
ニ
ー
ズ
は
間
違
い
な
く
あ
り
ま
す
」

と
指
摘
す
る
。

Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
と
大
成
建
設
は
、
医
療
従

事
者
の
業
務
支
援
に
役
立
つ
多
目
的
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
を
今
後
も
め
ざ
す
。
医

工
連
携
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。

療
従
事
者
が
）病
室
に
頻
繁
に
入
れ
ば

入
る
ほ
ど
感
染
暴
露
の
危
険
が
あ
り
、

Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
使
い
捨
て
に
よ
る
コ
ス
ト
増

も
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
着

た
り
脱
い
だ
り
す
る
だ
け
で
ス
ト
レ
ス

が
か
か
り
ま
す
。
医
療
処
置
は
や
む
を

得
ま
せ
ん
が
、
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
の
操

作
は
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
と
考
え
ま

メ
リ
ッ
ト
で
す
。マ
ウ
ス
で
は
な
く
、ゲ
ー

ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
う
の
も
驚
き

で
し
た
」と
話
す
。

放
射
線
治
療
や
麻
酔
管
理
な
ど 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
以
外
で
の
使
い
道
も

21
年
３
月
、
試
作
機
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
医
療
現
場
で
の

使
用
が
間
近
と
み
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、

Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
変
化

が
あ
っ
た
。
患
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
な
く
Ｈ
Ｃ
Ｕ
を
改
築
し
て

重
症
コ
ロ
ナ
専
用
病
床
に
充
て
る
こ
と

に
し
た
の
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
室
か

つ
１
対
１
の
看
護
で
は
な
く
な
り
、
常
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遠隔操作ロボットの試作機のデモンストレーション。パソコン
画面を見ながら、ゲームコントローラーを操作

ロボットのアーム先端が、シリンジポンプの早送りボタンに
接触
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岡本竜哉診療科長


